
 

 

県立図書館で調べよう 

新潟県の古地図 
「寛治図」・「康平図」から近代まで 

  
 
新潟県（越後・佐渡）は、古くは「寛治図」・「康平図」に始まり

（同地図の真偽について一部議論があります）、近代に至るまで多く

の地図に描かれてきました。これらの地図には、古い村名や町から

町までの里程、官公署の場所、名所など様々な情報が記載されてい
ます。同冊子ではこれらの地図を、年代別などにご紹介しています。 

古い新潟町の絵地図については、別冊子「県立図書館でしらべよ

う 明治〜戦前のにいがたの街並みを調べる」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
新潟県立図書館 

「往昔越後之図」（「寛治図」系統） 
（新潟県立図書館ホームページ内「越後佐渡デジタルライブラリー」より） 
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凡例 

『 』内は図書または雑誌のタイトル。（ ）内カタカナはタイト

ルの読み。 

「 」内は論文のタイトル。 

タイトルの後は、版・巻次、著編者、出版社、出版年、当館請求

記号。請求記号は［ ］内に記入。 

※請求記号の後に「デジタル化済」とある資料は、当館ホームペー
ジ内「越後佐渡デジタルライブラリー」に掲載されています。資

料保存のため、原則として現物の閲覧ができません。 

 

 資料には館外貸出できない資料もあります。貸出の可否は、蔵書

検索の「持禁区分」で確認してください。「持禁区分」に「禁帯出」

とあるものは、館外貸出できません。 

 閲覧の際に申請が必要な資料もあります。閲覧希望の際は、調査

相談窓口で申請してください。また、一部複写のできない資料もあ

ります。 

 地形図などのデータベース化していない資料は、当館ホームペー

ジ及び閲覧室内の検索端末で検索してもヒットしません。利用する

際は、調査相談窓口へ請求してください。 
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１ 古代～中世の地図を調べる 
 
古代の越後国（新潟県）を描いた地図として「康平図」と「寛治

図」が挙げられます。ただし、現存する地図は全て模写であり、同

地図の真偽については過去に論争も起こっています。『平安越後古図

集成』堀健彦／編 新潟大学「大域的文化システムの再構築に関す
る資料学的研究」 ２００８［Ｎ２＊００／Ｈ８７］には、これら

の古地図の写真が掲載されています。また、「康平図」「寛治図」及

びその真偽に関する論争についての資料は、別冊子「県立図書館で
しらべよう 新潟県のこと」内「古代地図（康平図・寛治図）とそ

の論争について調べる」の項をご覧ください。 

そのほか、『新潟県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第７輯 新潟県
／編 新潟県 １９３７［Ｎ２９０／Ｎ７２／７］の「第四章 越

佐古代地図」の項では、「康平図」「寛治図」のほかに越後国の古代

地図として「北越風土記」所載の「永祚元年八月十三日前 越佐古
図」についても言及されています（ただし、同地図の信ぴょう性に

ついては否定的です）。当館では「北越風土記」は所蔵していません

が、『北越風土記節解』巻１上 丸山元純／編 書写者不明 書写年
不明［０００／５５ニ］デジタル化済を所蔵しており、同書には古

地図が掲載されています。 

 なお、中世（鎌倉時代～室町時代）における越後国の地図は、調
査した限り見つかっていません。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

『北越風土記節解』巻１上(古国図の箇所) 

(新潟県立図書館ホームページ内「越後佐渡デジタルライブラリー」より) 
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２ 近世の地図を調べる 

 近世（安土桃山時代～江戸時代）における越後国の地図として、

豊臣秀吉が作成を命じた郡絵図、幕府が諸藩に作成を命じた国絵図、
武士や商人が作成した絵図が挙げられます。 

 

郡絵図 

 天正期に豊臣秀吉が作成を命じた郡絵図は現存しておらず、その
模写と考えられている「越後国瀬波郡絵図」と「越後国頸城郡絵図」

が残るのみです。 

同絵図の大型のレプリカとして『越後国郡絵図』第１頸城郡，第
２瀬波郡（東京大学史料編纂所／編 東京大学 １９８３，１９８

５）［Ｎ２９０／１６２／１，２］が挙げられます。また『越後国郡

絵図』東京大学史料編纂所／編 東京 東京大学 １９８７［Ｎ２
９＊０／Ｔｏ４６／３］に釈文と村名の索引が掲載されています。   

そのほか『上越市史』別編２ 上杉氏文書集２ 上越市史編さん

委員会／編 上越市 ２００４［Ｎ２＊３２／Ｊ５９／Ｂ－２］に
も、両絵図のレプリカが付されています。 

 

幕府が作成を命じた国絵図 

江戸時代、幕府の命により、諸藩で国絵図が作成されました。こ
れらの原本は、天保期に作られたものを除き、ほとんど現存してい

ません。ただし、それらを模写したものはいくつか当館で所蔵して

います。これらの地図に示されているのは主に村名や村高、各郡の
領域などです。 

なお、これらの国絵図の作成過程や特徴については、『国絵図の世

界』国絵図研究会／編 柏書房 ２００５［２９１／Ｋｕ４３］に
詳しく記載されています。 

 また、天保期に作られた国絵図の原図は、国立公文書館で所蔵し

ており、同館ホームページ内デジタルアーカイブ⇒重要文化財（国
絵図等）⇒「天保国絵図」 

［ https://www.digital.archives.go.jp/DAS/pickup/view/categor

y/categoryArchives/0300000000/0303000000/00 ］からデジタル画

https://www.digital.archives.go.jp/DAS/pickup/view/category/categoryArchives/0300000000/0303000000/00
https://www.digital.archives.go.jp/DAS/pickup/view/category/categoryArchives/0300000000/0303000000/00
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像にてご覧いただけます。 

・『日本六十余州図 寛永十年巡見使国絵図』川村博忠／編 柏書房 
２００２［Ｒ２９１／Ｋａ９５］ 

寛永１０年(１６３３)に江戸幕府から派遣された巡見使を通じて

幕府に納められた国絵図の写本が収録されています（ｐ３６「越後
国」、ｐ３７「佐渡国」）。地名は主だったもののみ掲載されています。 

 

・『越後国全図』１・２ 正保２（１６４５）成立、明治１９（１８
８６）写［請求記号無し］デジタル化済 

正保２年（１６４５）に幕府の命により、新発田藩が作成したも

のの写しを、明治１９年（１８８６）に再写したものです。１は岩
船郡から長岡辺りまで、２は三島郡から糸魚川付近までの範囲が掲

載されています。両者を比較すると、色合いなどが異なります。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

・『正保二年越後絵図』三扶誠五郎／複製 新発田郷土研究社 １９

３６［０００／別４８］デジタル化済 
 溝口家の旧蔵の地図を復刻したものです。上記 『越後国全図』に

類似しており、同地図と比べると色鮮やかで文字が見やすく、同地

「越後国全図」（鳥屋野潟付近） 
（新潟県立図書館ホームページ内「越後佐渡デジタルライブラリー」より） 
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図で空白になっていた村名も埋められています。 

・『正保越後絵図』乾・坤 江戸期［０００／３７８］デジタル化済 
 正保４年に幕府の命により、高田藩が調製したものとされていま

す。乾（おおよそ岩船郡～蒲原郡の地域）と坤（おおよそ古志郡～

頸城郡の地域）の２枚があります。 
 

・『元禄十三年越後国蒲原郡岩船郡絵図』新発田古地図等刊行会 １

９７８［ＮＭ２１０／Ｇ３４］デジタル化済 
元禄時代に幕府が新発田藩に作成させた国絵図の控図（新発田市

立図書館蔵）を複刻したものです。描かれているのは蒲原郡と岩船

郡のみです。 
 

・『越後国頸城苅羽魚沼古志三嶋郡絵図』［１］～［１１］ 天保年

間成立［請求記号無し］デジタル化済 
天保年間に作られた越後国絵図の控図です。明治期に旧高田藩主

から当時の新潟県令宛に贈られました。 

 
・『伊能図大全』第２巻[伊能 忠敬／著]，渡辺 一郎／監修 河出書

房新社 ２０１８［Ｎ２９１／Ｉ５５／２］ 

江戸幕府が伊能忠敬に作製させた「大日本沿海輿地全図」（通称「伊
能図」）のうち、関東・甲信越部分の各図が掲載されています。 

 

武士、商人たちが作成した絵図 

江戸時代後半になると、武士や商人たちによって作成された越後
国の絵図も刊行されるようになりました。これらの絵図は、寺社や

名所などの情報が記載されているものが多いのが特徴です。 

 
・『越後国全図 ［１］～［４］（改正越後国佐渡国全図並附録）』三

輪長泰／撰 三輪長泰 享和２（１８０２）写［０００／別５０］ 

幕府が元禄年間に諸藩に作らせた国絵図の誤りを修正し、改訂し
たものとされています。 

また、『三輪長泰『改正越後国佐渡国全図並付録』』三輪長泰／〔著〕，

堀健彦／編 新潟大学「大域的文化システムの再構築に関する資料
学的研究」プロジェクト ２００７［Ｎ２＊００／Ｈ８７］に同絵
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図の付録の地誌を翻刻したものや図絵などが掲載されています。 

・『越後全図並佐洲図』小泉其明／著 佐幸吉 文化１４(１８１７）
刊［０００／５コ］デジタル化済 

 古城や名所、寺社などが記載されています。作者の小泉其明は蒲

原郡今町（現見附市）の人です。 
 

・『越後輿地全図［１］～［５］』草間文績（笹川屋伊七）／編 文

政元（１８１８）写［０００／別４９］ 
 駅路や渡し場、名所などが記載されています。作者の草間文績は

新潟町の人です。 

 
・『越後国細見大絵図』池田東籬亭／著 近江屋佐太郎 天保１３［０

００／４］デジタル化済 

越後国内の大名や名所、奇品など複数の情報が記載されています。 
また、『新潟県の今昔 越後国細見図』人文社 ２００４［２９１．

４／Ｎ７２］には、同絵図のレプリカが収録されています。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

・『北越名所旧跡奇物名産地理案内之全図』寉翁 慶応４年刊［ＮＭ

２００／Ｈ８２］デジタル化済 

「怪異七寄」「名産七奇」などの７種類の七不思議の場所を地図上

に示しています。 

なお、同地図に示されている各七不思議の内容については、『七つ
の越後七不思議』鶴巻武則／著 新潟県民俗学会 ２０１３［Ｎ３

８８／Ｔｓ８５］で解説されています。  

「越後国細見大絵図」 

(当国名所并寺社及奇品の箇所) 
(新潟県立図書館ホームページ内「越

後佐渡デジタルライブラリー」より) 
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３ 近代の地図を調べる 
  
明治～昭和期に作成された新潟県の地図として、以下のものを所

蔵しています。 

 

・『新潟県管内越後国全図』帰山常吉／編 荒川才二 明治８年［０
００／２］デジタル化済 

・『新潟県下越後国全図（内題「新潟県管内越後国全図」）』明治年間

［０００／２］デジタル化済 

大区小区の境界や神社、温泉地などが掲載されています。 

また、『新潟県史』資料編第１３ 新潟県／編 新潟県 １９８０

［Ｎ２＊００／Ｎ７２４／Ｓ－１３］に類似図（若干の差異があり
ます）のレプリカが付録として付いています。 

 

・『改正越後国全図』小林清親／編 小林清親 明治９（１８７６）
刊［ＮＭ２００／Ｋｏ１２］デジタル化済 

明治５年（１８７２）９月に施行された大区小区制に基づき、大

区毎に色分けがされています。また、寺社や温泉地なども示されて
います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「改正越後国全図」（現在の新潟市中央区近辺） 
（新潟県立図書館ホームページ内「越後佐渡デジタルライブラリー」より） 
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・『新潟県越後佐渡両国図管内図（新潟県下越後佐渡両国図）』［明治

期］［０００／８９］デジタル化済 

明治１２年（１８７９）４月、本県において実施された郡区町村

編制法の前と後の各郡の境界などが色付きで示されています。ただ

し、東・西魚沼郡や南頸城郡といった、実際には使用されなかった
郡名も記されています。 

 

・『新潟県管内実測図』栗林佐一郎／編 小林二郎 明治１４年［０
００／９０］デジタル化済 

郡界などが示されています。そのほかに、新潟、長岡、高田、三

条、新発田、村上の各市街図、管内各駅里程表、市街地之内町名表、
分合村改称村名表などが付されています。 

 

・『新潟県管内国県道里程実測図 全』新潟県／編 明治２１年［０
００／９３］デジタル化済 

主な地名と町村同士の里程が記載されています。また、里程表が

付されています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・『新潟県管内新独立町村区画全図』永井独楽造／編 井筒駒吉他 

明治２２年（１８８９）［ＮＭ２００／Ｎ１４］デジタル化済 

・『新潟県市町村自治区域新旧町村全図』永井独楽造／編 松田周平 

明治２８年（１８９５）［ＮＭ２００／Ｎ１４］デジタル化済 

両地図とも、郡界、町村界などが示されています。また、町村間
の里程を示した地図も付されています。 

 

「新潟県管内国県道里程実測図 全」 

(現在の新潟市中央区近辺) 
(新潟県立図書館ホームページ内「越後佐

渡デジタルライブラリー」より) 
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・『新潟県市町村自治区域新旧町村全図』永井独楽造／著 松田周平 

１８９１［Ｎ２９＊０／Ｎ１４］ 

広げると１枚ものの地図（新潟県全域）になります。地名や道路

のほか、鉄道や船の里程、道筋なども示されています。 

 

・『学校用新潟県管内地図』高橋有吉／著 勉強館 １８９１［Ｎ２

９０／Ｔａ３３］ 

各郡の地図が掲載されており、地図上には油井や温泉などのほか、
おおまかな村界が示されています。 

 

・『分郡精確新潟県地図』内田嘉一／編 松風堂書房 １８９５［Ｎ
２９０／Ｕ１４］ 

県内複数地域の地図が掲載されており、郡ごとに色付けされてい

ます。主な地名や油井、鉱山などが示されています。また、巻末に
新潟、新発田、長岡、高城村・高田町の市街図が掲載されています。 

 

・『新潟県新町村改正明細全図』小山恒之助／編 桜井産作 １９０
０［０００／９２］デジタル化済 

郡界、町村界などが示されています。また、新潟、長岡、高田、

三条、新発田、村上の各市街図が付されています。 

 

・『官民必携新潟県下郡別各町村間里程地図』新潟県／編 青木佐太

郎 １９０１［Ｎ２９０／Ｎ７２］ 

 各郡の里程地図が掲載されています。また、「新潟市之図」及び鉄

道や船の里程も示されています。 

 

・『新潟県管内全図』後藤常太郎／著 中村由松 明治３８（１９０

５）［ＮＭ２００／Ｇ７２］デジタル化済 

分県地図の草分けとされる「大日本管轄分地図」内新潟県の部分

で、町村名や地誌（裏面）などが記載されています。新潟市と三条

町の市街図及び里程図も掲載されています。 

また、『三都市，四十三県，三府一庁大日本管轄分地図』日本地図
選集刊行委員会／編 人文社 １９６８［Ｒ２９１／Ｄ２５］にも

同地図が掲載されています（若干の差異があります）。  
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・『新潟県改正管内新町村図』小林二郎／著 精華堂 １９０６［Ｎ

２９０／Ｋｏ１２］ 

冊子体で、各郡の地図（１枚もの。Ａ４サイズ）が複数収録され

ています。県内各地域同士の里程が示されています。また、「新潟市

全図」もあり、そちらには主な施設や町名などが記載されています。 

 

・『旅行地図 新潟県之部』佐藤新次郎 交通社 １９１０［ＮＭ２

００／Ｓａ８５］デジタル化済 

郡界や里程などが示されています。また、新潟、長岡、高田、直

江津、三条、村松、新発田、村上の各市街図、時刻表が付されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・『新潟県管内里程地図』高橋鋭二／編 高橋活版部 １９３４［０

００／３８９］ 

・『新潟県管内里程地図』新潟印刷出版株式会社／編 新潟印刷出版
株式会社 １９４１［Ｎ２９０／Ｎ７２］  

冊子体で、両資料とも綴じこみの地図が複数掲載されており、県

内各地域同士の距離が里程（〇里）と料程（〇キロメートル）で示

されています。 

 

 

「旅行地図 新潟県之部」 

(時刻表の箇所) 
(新潟県立図書館ホームページ内「越

後佐渡デジタルライブラリー」より) 
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４ 佐渡の地図を調べる 
 佐渡単体の地図として、以下のものを所蔵しています。なお、１

～３で紹介してきた地図の中にも佐渡島が含まれているものもあり
ます。 

  

・『佐渡国全図（改正越後国佐渡国全図並附録）』三輪長泰／撰 三
輪長泰 享和２（１８０２）写［０００／別５０］ 

幕府が元禄年間に諸藩に作らせた国絵図の誤りを修正し、改訂し

たものとされています。 
 

・『佐渡国全図』阿川義広／編  文政１１（１８２８）写［０００／

６］デジタル化済 

寛政１２年（１８００）に佐渡に到着した伊勢国出身の阿川義広

が、画家に命じて作製させたものです。海路なども示されています。 

 

・『佐渡国全図』作者等不明［０００／１０５］デジタル化済 

「天保四年癸亥念九月写之、大久保氏所持」と記述があります。

また、海路が細かく示されています。 

 

・『佐渡全図』小泉其明／編 本間善平 明治９（１８７６）刊［０

００／５］デジタル化済 

天保年間に作製された図を縮写して刊行したものです。「船路図」

も付いています。原版主の本間善平は小泉其明の孫です。 

 

・『〔新潟県下〕各警察署管内全図［第１６］相川警察署管内全図（相

川警察署部内全図） 佐渡』新潟県警察本部／編 新潟県警察本部 

明治年間［０００／８８］デジタル化済 

相川警察署の管内をあらわしたもので、警察署や分署の場所も記

されています。また、「雑太郡相川市街外三ヶ村之図」が付されてい

ます。 

・『自治区別改正佐渡全図』山本藤右衛門／編 山本藤右衛門 明治

３５（１９０２）刊［ＮＭ２４０／Ｙ３１］デジタル化済 

佐渡全図を自治区別に色分けし、集落名や町村役場位置などが記
載されています。また、新潟よりの航路図と２万５千分の一の縮尺
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の相川町図が掲載されており、地図の周囲には佐渡の名所や港、学

校などが描かれています。 

 

・『佐渡一国山水図』佐渡文海／写 木原商店 明治４３（１９１０）

刊 ［０００／１３０］デジタル化済 

越後側からみた佐渡を描いた鳥瞰図です。立体的に描かれ、町並

みや湊の様子もわかります。なお、作者の佐渡文海は佐渡奉行所の

絵図師です。 

 

・『佐渡が島』［吉田初三郎］佐渡商船株会社 昭和５（１９３０）［Ｎ

２９＊４／Ｓａ１２］デジタル化済 

 佐渡の名所などが描かれた鳥瞰図です。裏面に観光情報が記載さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『佐渡が島』 
（新潟県立図書館ホームページ内「越後佐渡デジタルライブラリー」より） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和 3 年３月 

      新潟県立図書館 作成 
        新潟市中央区女池南３－１－２ 

       ℡ ０２５－２８４－６００１（代表） 

          http://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/ 


